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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は全スペイン語圏のインターネット上のテキスト・データをデータベース化し
、スペイン語の変異を研究するためにコーパスを構築することである。研究期間の前半は新聞のRSSを試したが、後半
はTwitterのデータが大変有効な手段だと判明し、TwitterのAPIを利用し、データを収集し、いくつかの語彙・文法の
バリエーションの項目を研究することができた。それを内外の学会で発表した。主な特徴としては全スペイン語圏のデ
ータが含まれているという点と、データが発信した場所の経度・緯度も取れたので、GIS（地理情報システム）の技術
を利用し、正確な地図を作成する基本的な方法論が確保できた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to make a database of Spanish text data taken 
from all the Spanish-speaking areas and build a corpus to study lexical and syntax variation. During the 
first half of the study period,data from RSS newspaper was evaluated. During the second half, we found 
that Twitter’s data is a very effective means for our purposes.
Data was collected using Twitter’s API. Some basic lexical and syntax variation issues were studied and 
the results were presented at national and international congresses. The main point of this study is that 
it includes data from all Spanish-speaking areas, as well as the longitude and latitude of the place of 
origin. Using GIS (geographic information system) techniques, we also developed a basic methodology to 
create dialect maps.

研究分野：スペイン語学
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１． 研究開始当初の背景 
(1)研究開始当初はスペイン語コーパスがイ
ンターネット上で検索可能な大きなコーパ
スは少なかった。規模の大きいコーパスは主
にスペイン王立アカデミー（RAE）の CREA（現
在スペイン語参考コーパス、書き言葉と話し
言葉）と CORDE(スペイン語史)、そして米国
の Brigham Young 大学の Mark Davies 氏が作
成した Corpus del Español であった。CREA
は 90％が書き言葉で、10%程度は話し言葉で
構成されており、ラテンアメリカのデータは
残念ながら半分以下であった。本研究ではス
ペイン語の実態をより正確に把握するため
にラテンアメリカの割合は 80%を超える予定
であった。Brigham Young 大学（BYU）の Mark 
Davies 氏が 12 世紀から現在までの約 1 億語
のコーパス（Corpus del Español）を 2002
年に発表した。当時も現在も地域別に細かく
検索できるコーパスがない。スペイン語の変
異の共時的な研究をするには多くのデータ
が必要である。このために、本研究では、全
てのスペイン語圏の国のデータを集め、スペ
イン本土のデータに対してラテンアメリカ
のデータが全体の 80%をしめる予定とした。 
 
２． 研究の目的 
(1)WEB データの抽出の技術（ウェブデータマ
イニング）を使い、全スペイン語圏の代表的
な新聞などのデータをダウンロードし、自動
的に整理し、データベースに納める。対象国
はスペイン語が公用言語になっている２１
ヵ国、および米国のヒスパニック系の新聞か
ら最低 2009 年分の記事を使用する。人口の
多い国（メキシコ、スペイン、コロンビア、
アルゼンチン、ペルー、ベネスエラ、米国）
は２～５紙分をダウンロードする。新聞によ
り記事の数が異なるが、およそ 30 万件の記
事で、数千万語になると予想する。 
 
(2)サーバーの必要な環境（OS、データベー
ス、スクリプト言語など）を整え、データベ
ースを完成し、コーパス検索用のインターフ
ェースを作成する。研究期間中に国内と海外
の一部のスペイン語学者と大学院生に実験
的に使用可能にした後、研究期間終了直後は
上智大学の専用サーバーで一般公開し、国内
および海外の学会にも公開する。長期的には
データの種類と量を増やし、インターフェー
スを改善し、また異なった目的の新しいイン
ターフェースを作成し、スペイン語コーパス
を利用しながらスペイン語学の研究を続け
る。 
 
(3) コーパス言語学の一つの特徴は、基本的
にはあらゆる言語現象を観察するための技
術である。ゆえに、研究課題により多くのデ
ータから必要な言語学的な証拠(linguistic 
evidence)をできるだけ効率よく探したい。
言語研究の目的は形態論、統語論、意味論、
語用論、教授法・教育など多くあるので、コ

ーパスには強力な検索機能が必要である。ま
た、スペイン語のように多くの国で話されて
いる言語の場合はそれぞれの地域の十分な
データも必要である。本研究のコーパスは標
準的なデータベースのタイプ（SQL）が広く
使われている環境（LAMPP）で使うので、構
造の拡大、改善、新しいインターフェースの
追加、データの更新などは特殊なシステムと
比べてメンテナンスは容易に管理でき、使い
方も短期間で学習できる。 
 
３． 研究の方法 
(1)全スペイン語圏のデータを収集するため
に、オンライン上の代表的な新聞をおよそ 30
紙を選択する。各国から最低１紙で、人口・
影響力を考慮し、メキシコは 5紙、スペイン
は 4紙、コロンビアは 2紙、アルゼンチンは
2紙、ペルーは 2紙、ベネスエラは 2紙、米
国のヒスパニック系新聞 2紙。その記事（デ
ータ）を 2回に分けて自動的に収集する。第
1回はおよそ全体の 20%のデータでシステム
の評価と確認をし、第 2回は残りの 80%を収
集する。コーパスを利用する研究者は研究発
表をする際、インターネットで得たデータの
新聞名、ニュースの見出し、発刊日、ダウン
ロードした日、そのデータの URL も必要な
ので、これらの詳細もダウンロードし前処理
した後、データベースに投入する。データの
前処理は、ニュースを国内、社会、政治、経
済、スポーツ、文化などで整理し、分類する。 
 
(2)データを収集するにつれ、語彙・文法の地
理的な変異を分析するにはソシアルメディ
アの Twitterのように APIがあり、データの
発生時も分かり、なおかつ発信地の経度・緯
度も分かるので、データの情報源を Twitter
に変えてみた。データベース（MySQL）の
構造を設計しなおす必要があったが、地理的
な情報が分かるので、言語地図を作成するこ
とが可能になった。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究では、ツイッターから抽出された
コーパスデータを分析した。ジオコーディン
グ機能を利用した。任意の地理的位置の周辺
を検索制限することにより、マイクロブログ
の自動抽出が可能になる。スペインとラテン
アメリカの都市の 25 キロ圏内を収集し、さ
らなる分析のために、データベースに格納し
た。まずは、例として es una lástima que + 
IND/ SUBなどの構造を持つスペインの直説法
/接続法のバリエーションを分析した。さら
に、delante de mí vs. delante mío の問題
を分析した。 
 
(2) 都市は以下のとおりである。スペインの
アルカラ·デ·エナレス、バルセロナ、ウエル
バ、ラス·パルマス、マドリード、オビエド、
パンプローナ、セビリアとサンタ·クルス·デ
·テネリフェ。また、ヒスパニックの多いニ



ューヨークのほかにラテンアメリカのアス
ンシオン、ボゴタ、ブエノスアイレス、カラ
カス、ラパス、リマ、メキシコシティ、モン
テレー、モンテビデオ、キト、サン·ホセ·デ
·コスタリカ、サンティアゴ・デ・チリ。２
ヶ月の間に 800 万以上のメッセージ、約 120
万語を収集し、MySQL データベースに格納し
た。前処理として、意味不明の tweets、RT
（リツイート）、引用、スパムなどを削除し、
各都市の 100 例をランダムに選択し、分析し
た。 

図１．データベースのインターフェース 
 
分析した構造： 
(a)Me alegro (de) que… +  ind/sub 
(b)Me gusta que…      +  ind/sub  
(c)Es necesario que…   +  ind/sub  
(d)Es una lástima que…   +  ind/sub  
(e)Es una pena que…   +  ind/sub 
 
このような構造の直説法と接続法の使用の
割合は地域によりだいぶ異なると判明した
が、Es necesario que…+ind/sub のように、
ほとんど直説法が使われることもあれば、Es 
una lástima que…+ind/sub、または Es una  

図２．Es necesario que…+ind/sub 
 
pena que…+ind/subは図３で示すように大き
く標準語から離れていた。このような現象を
観察すると、地理的にだけではなく、具体的
な構造により、直説法の使用率が異なり、モ
ンテビデオのように 27%の例だけ標準語に従
い、直説法を使う。 
また、スペインよりもラテンアメリカ全体
的に接続法の使用率が減りつつあることが
判明した。 
 

図３.  lástima que vs. pena que 
 
(3) delante de mí vs. delante mío の問題
について、接続法の例と同様にデータをアメ
リカ合衆国とメキシコの国境の両側の例を
集め、delante、debajo、detrás、cerca など
の例を分析した結果、図４のようになった。 

図４．Delante de mí vs. delante mío(a) 
 
国境の両側の傾向は異なるだけでなく、形容
詞の男性系と女性系の傾向の使用の差も見
られた。 
 
(4)このような方法論を使い、そのほかに次
のような問題を分析した： 
(a) más nada vs. nada más のように nada、
nadie、nunca、ninguno を分析した。 
(b)auto, coche, automóvil の使用分布。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５．carro の使用分布 

(c)Queísmo vs. dequeísmo 
(d)その他の語彙と構造。 
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